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・【工事内容】

路線延長L=122.2m（シールド工事としては非常に短距離）

ｼｰﾙﾄﾞ工(泥土圧式) 仕上り内径∮4500mm

薬液注入工(発進防護) 二重管ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟｯｶｰ工法 103本

凍結工(到達防護) 1式

特殊ﾏﾝﾎｰﾙ工(頂版､ ｲﾝﾊﾞｰﾄ)、自動計測工 1式

工 事 概 要
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シールド工概要（現場条件）

シールド工事としては特殊な条件が多い



動機・ねらい
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105kVA乾式トランス

(420*3310*760)

高圧ケーブル巻取空間

(900*4800*300)

P0ポンプユニット

土砂圧送配管（8B）

後方作業台車

(400*800*800)0.75kWベビーコンプレッサー

(600*4000*1000)クレーショック注入設備

ドラム缶

(裏込洗浄水用)

交流アーク溶接機

(600*300*400)

伸縮風管カプセル

φ600㎜スパイラルダクト
ジャバラ

φ600㎜ポリチャック風管

裏込同時注入設備

セグメント台車
3tピンラック式サーボロコ

【シールド坑内 の特殊条件】 ①急勾配 ②発進立坑狭小

・“本掘進”の際は、バッテリー機関車（ピンラック式）や土砂

圧送設備の設置で対応可能。

・これらを使用できない「初期掘進」時に、安全性の確保や

作業効率を上げる方法が課題。



改善提案①
シールド機スクリューゲートに接続したノンタックホースの

排土受けにズリ缶（現場製作）を使用。急勾配・狭小区間で
の坑内作業を減らす。ズリ缶の構造形状を工夫し、ハンガ
ーにフックで傾斜をつけ、土砂ピットへスライド排出させるこ
とで、ズリ缶の転倒作業をなくす。地上部での挟まれ・巻き
込まれ災害防止につなげる。

スライド排出
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スライド排出



立坑から土砂ピットへ移動

クレーン吊り

・鋼製フックにハンガーを
掛ければ、ズリ缶が傾き
土砂を排出
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作業員の挟まれ防止にも効果



改善提案②

ズリ缶によるシールド残土排出と交錯する残土改良
作業について、 土砂ピット内でのセメント系改良材（1ｔ
フレコン）の底部開封作業時の危険性を減らすため、
ピット内に刃先金物（現場製作）を設置し、吊上げと同

時に撒きだし可能とした。
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鋭利な鋼材加工養生金物あり（未使用時）
クレーン機能で吊上げ可



「残土改良撹拌作業」と
「ダンプ積込作業」の
繰返し（機械が輻輳）

開封
作業
の

省力
化

人力作業不要
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改 善 効 果
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① 掘進サイクルは、排土工程1回ごと5分の短縮となり、
1リングあたり平均11回の排土で55分程度短縮する
ことができた。

② 排土用のズリ缶を転倒させる作業員1名が省力化に
より不要。かつ挟まれ・巻き込まれ等の災害防止に
役立った。

③ 土砂ピットでのセメント系改良材（1ｔフレコン）の吊荷
下開封作業において、挟まれ・飛来落下災害等の
リスクを回避でき、安全性を向上することができた。



吊下での挟まれリスク回避

水平区間での安全作業

手元作業員1名不要

ズリ排出作業5分ずつ短縮→1リングあたり55分短縮
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